
学び多い特集だった
増田静佳

兵庫県　歯科医師　59歳

小泉先生には、小さな現象に
も大切な発見が潜んでいること
を学びました。中島先生には、わ
れわれ日本人の先祖がいかに発
酵について工夫をしてきたのか
を、齋藤先生からはチーズのす
ばらしい効用について、渡邉先
生からは自然環境の大切さを学
びました。高野先生からは、納
豆を切り口に、世界はボーダー
レスであることを感じました。
すばらしい特集でした。

発酵食品で体調良好
加藤淳子

岡山県　歯科医師　60歳

アフリカにも納豆があったと
は驚きです。人類の知恵ってす
ばらしいですね。「腸活」が話題
になる前から各種発酵食品を摂
取しており、体調も良いです。
広まれ、発酵パワー！

納豆文化に縄文人のルーツを思う
河合美枝子

大阪府　医師　76歳

アジアでは納豆の作り手が山
間部に住むマイノリティーである
という。日本人のルーツの一部は

東南アジアの照葉樹林帯にある
との説があり、発酵やあく抜きな
どの技術も伝わった可能性があ
る。縄文人は野生のツルマメを
大きな粒に改良し、稲わらではな
くトチの葉を使って発酵させたと
いう話は、縄文人のルーツとその
後の移動を彷

ほう

彿
ふつ

とさせてくれた。

高野ワールドを堪能
野末浩之

神奈川県　医師　60歳

毎年、１月号の「夢のある」特
集を楽しみにしていますが、本
年は出色でした。発酵といえば
名が挙がる小泉先生に始まり、
日本の「カビ」文化、チーズ、パン
へとテーマは広がります。極め
付きは高野秀行さんの納豆ワー
ルド！　『幻獣ムベンベを追え』
を楽しく読んだ身として、医家
向け雑誌でここまで高野ワール
ドを堪能できたことが何よりの
喜びでした。

イヌイットの暮らしは難しそう
大林茂樹

静岡県　歯科医師　68歳

小泉先生には静岡県でも以前
に講演していただきました。興
味深いお話ですね。「小便から
火薬」、動物の脂が植物性にな
るなど、発酵の偉大さにはびっ
くりです。初めにフグの毒を抜
いて食べた人は何と命知らず
だったか。発酵食品には強烈な
臭いを伴うものが多く、自分は
イヌイットの人たちの中では生
きていけないなと思いました。

地球環境保護と発酵保障
川﨑博通

神奈川県　医師　77歳

パン職人である渡邉氏の「菌

の多様性が生み出す発酵の力」
を読み、「健全な地球環境を維
持することが野生の菌による発
酵を保障すること」と学びまし
た。さらに、気候変動が自然環
境に及ぼす影響が、菌の発酵そ
のものの負荷となり、地球環境
を守ることの重要性を指摘され
ています。

チーズと納豆の旨味増す
池上　徹

山形県　医師　53歳

特集をワクワクして読ませて
いただきました。私はチーズと
納豆が大好きで、ますます旨味
が増しました。「腐敗」と「発酵」
は人間が決めた定義です。ミク
ロの化学変化を利用して、食品
加工から汚水処理まで自由自在
にやってきた人間のすばらしさ
に感動しました。ダイエットや
虫歯、認知症の予防効果もある
なんてびっくりです。

祖母が作る納豆を思い出す
埜口五十雄

東京都　歯科医師　87歳

戦時中、縁故学童疎開で、初
めて祖母が作る納豆のわら包
みを見ました。日本だけの食べ
物と思っていましたが、高野秀
行さんの調査でいろいろな国で
いろんな形で食されているのを
知ってびっくりです。今も毎朝、
納豆を食べています。おかげで
元気です。

発酵特集、患者さんにも広めたい
宮崎　康

東京都　医師　74歳

特集は驚くことが多く、すご
くためになりました。患者さん
にも広めたいと思いました。

VOICE
読者ハガキから

〜１月号を読んで〜
特集：驚きの発酵文化
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チーズの虫歯予防効果に驚き
石渡利幸

東京都　歯科医師　65歳

普段、何気なく食べているチー
ズの奥深さを教えていただき、感
謝です。おいしい上に、健康維
持効果もあり、さらに虫歯の予防
効果が期待されることを知り、ま
すますチーズの魅力にはまりそ
うです。

最初に食べた人の勇気に感謝
橋本和子

熊本県　医師　55歳

現代のような科学的知識のな
い時代に、発酵という手法を発
見し培ってきた先人の知恵には
驚嘆するばかりです。発酵した
食べ物を初めて口にしてみた人
は勇気があったと思います。お
かげで豊かな食生活を享受でき

ていることに感謝です。

納豆研究者だった父
林　研

大阪府　医師　71歳

亡父は「納豆と栄養」の研究者
だった。学位もその関連で取得。
退職後も自費出版で『納豆』を刊
行していた。高野論文を読んだ
らどんなに喜んだろうかと思い、
何か懐かしい気持ちになった。

高齢社会に発酵研究役立てて
村瀬晃彦

兵庫県　医師　56歳

発酵で食品の質を向上でき、
さらに生活習慣病の改善や予防
につながるというのは、実に驚
くべきことです。高齢社会にお
ける人々のADLの改善のために
も、発酵のメカニズムを十分に

研究して、食品の質の向上や認
知症の予防に役立ててほしい。

頭痛連載が勉強になった
太田博章

兵庫県　医師　65歳

診療研究「頭痛診療のコツ」が
良かった。日々の診療では、頭痛
を慢性化しない対応が必要で、
特に薬剤の使用過多による頭痛
に陥らないようにしたい。今後
もこのような連載を期待する。

雇用問題は自戒を込めて
上月英樹

茨城県　医師　68歳

雇用問題はためになります。
独善的になりやすい医師の立
場。自戒を込めて毎号読んでい
ます！
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